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令和４年度警察費当初予算（案）

警 察 本 部
（担当　会計課　課長代理　電話　045-211-1212　（内線） 2211）

 （注）各表中の金額は、表示単位未満切捨てのため、合計と符合しな
　　　 いことがあります。

令和４年２月８日

県民の期待と信頼に応える
力強い警察活動を展開します。



令和４年度警察費当初予算（案）の特徴

柱／主な施策等／主な事業名

安全で安心して暮らせる地域社会の実現

人件費 億 万円

給与費（警察本部費）

会計年度任用職員報酬等（警察本部費）

警察施設の整備 億 万円

津久井警察署新築工事費

警察施設長寿命化対策工事費

新 ヘリコプター格納庫新築工事費

新 警察本部庁舎無停電電源装置更新工事費

新 民間活力導入型交番新築工事費（令和４年度建替）

警察活動基盤の維持 億 万円

県民に不安を与える犯罪の抑止・検挙 億 万円

犯罪鑑識捜査活動費

人身安全関連事案に対する的確な対処 万円

生活安全警察費

交通事故防止対策の推進 億 万円

交通安全施設整備費

テロ等に対する警備諸対策の強化 万円

一般警察活動関係費

大規模災害総合対策の強化 万円

災害対策資機材整備費

サイバー空間の脅威に対する対策の推進 万円

サイバー犯罪対策費

特殊詐欺を始めとした組織犯罪への対策の強化 億 万円

特殊詐欺被害防止対策推進事業費

少年の非行防止・保護対策の強化 万円

少年警察費

県民の安心感を高める地域警察活動の推進 億 万円

警察車両整備費

船舶維持運営費

ヘリコプターテレビシステム整備費（投資）

有事における警察活動及び総合的な指揮を
円滑に推進するための経費

激甚化・頻発化する大規模災害等に対応す
るための訓練や資機材整備に要する経費

   6,915

829   1,694

1    8,907

交通安全施設の整備や交通安全教育を行
い、交通事故等を防止するための経費

   3,655

27    1,767

   4,241

6,585

   

16    

犯罪の抑止、街頭活動及び検挙活動強化の
ための経費

予 算 案

14    2,237

ＤＶやストーカー対策等の人身安全関連事
案に対処するための経費

警察署等の施設を整備するための経費
・津久井警察署：３か年工事２年目
・警察施設長寿命化対策（空調、防水）
・ヘリポート格納庫新築工事
・警察本部庁舎無停電電源装置更新工事
・交番等新築工事（交番６、駐在所３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

111   9,216 警察活動の維持運営に要する経費

地域警察官等の街頭活動を強化するために
必要な車両、船舶、ヘリコプターの整備及
び維持に要する経費

事 業 内 容 等

警察職員の人件費
　警察官　　15,703人（増減なし）
　一般職員　 1,702人（＋１人）

サイバー空間における犯罪に対処するた
め、人的及び物的基盤を強化する経費

暴力団や国際犯罪組織などの反社会的集団
等への対策を強力に推進し、犯罪インフラ
等を撲滅するための経費

少年の非行防止及び保護に係る対策を強力
に推進するための経費

112   

4,247

   2,617

7,039

【予算額】

億 万円 億 万円 億 万円

億 万円 億 万円 億 万円

交通安全施設整備費 億 万円 億 万円 億 万円

警察施設整備費 億 万円 億 万円 億 万円

その他物件費 億 万円 億 万円 億 万円

億 万円 億 万円 億 万円

1,4539,848

40    5,136

25    3,215

213   8,395

23.5%

△34.0%△8   6,176

6    

7,039

令和４年度 令和３年度 対 前 年 度 比 較

当初予算（案） 当初予算 増 減 額 比 率

 人　件　費 0.3%1,694 829 1,689 1,691 4    9,138

2.9%

0.6%8,259 1,968 8,437 11    

 物　件　費 2.5%286   7,430 279   6,746 7    684   

50    543   9    5,407

16    

合計 1,980 9,822

219   

【基本的な考え方】

新型コロナウイルス感染症の

影響は未だ不透明であり、地域

住民が不安を抱く状況において、

「安全・安心の拠り所となる警

察施設の整備」、「交通安全施

設の整備」など安心感を高める

事業を中心に、安全で安心して

暮らせる地域社会の実現に向け

た予算案とした。
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交通安全施設整備費の概要 

１ 目的 

  道路利用者の交通の安全と円滑な交通環境を確保するため、交通安全施設を計画的に整備

する。 

 

２ 予算額 

  50億543万円 

 

３ 事業内容 

  令和４年度は、老朽化した路側式道路標識の更新や省エネルギー効果が高い信号灯器のＬＥ

Ｄ化を進め、安全で安心できる交通環境の整備を着実に進める。 

  

 予算額 主な事業内容 

管制施設  18億4,052万円  交通管制センター装置の整備等 

信 号 機 14億8,266万円  信号灯器のＬＥＤ化、信号柱の更新等 

標識・標示 16億8,224万円  道路標識の更新、道路標示の補修等 

計 50億 543万円  

 

 

 

《主な交通安全施設の更新数》 

交通安全施設 事業量 

制御機 286基 

車両用灯器 497式 

歩行者用灯器 426式 

信号柱 859本 

路側式道路標識 6,138本 

道路標示（補修） 568.3km 

 ※事業量は新設分を除いた数値 

 

 
問合せ先 
 警察本部交通部交通規制課 課長代理 電話045-211-1212（内線）5161 

【従来型灯器】 

 

【ＬＥＤ灯器】 

 

【標示補修前】 【標示補修後】 

 



１　目的

２　主な事業

事　業　名　／　内　　容

津久井警察署新築工事費

 令和３年度～令和５年度　継続事業 総額：  19億5,700万円

警察施設長寿命化対策工事費

 港南警察署ほか空調設備等改修工事に係る経費

ヘリコプター格納庫新築工事費

 ヘリコプター格納庫新築工事に係る設計調査費

警察本部庁舎無停電電源装置更新工事費

 　突発的な停電等が発生した際、警察本部庁舎の機能を維持・確保する無停電電源装置更新工事に係

 る経費

 令和４年度～令和５年度　継続事業 総額：   8億8,800万円

民間活力導入型交番新築工事費

　 「神奈川県警察交番等整備基本計画」に基づき、令和２年度から10年間で約70か所の交番を統合す

 るとともに、存続させる交番等は年10か所程度を目標に建て替えを推進する。

　 令和４年度建て替え対象の交番等（交番６か所、駐在所３か所）については、ＤＢＯ方式（設計、

 施工、施工後50年間の維持管理一括発注）による民間のノウハウを活用した整備手法を導入する。

　 令和５年度建て替え対象の交番等（交番５か所、駐在所５か所）については、債務負担行為（令和

 ４年度～令和54年度、総額：5億5,332万円）のみを設定する。

 幸浦（金沢）、尻手（鶴見）、小机（港北）、

 京町通（川崎）、長沢（多摩）、かしわ台駅前（海老名）

 新桜ヶ丘（保土ケ谷）、二俣川ニュータウン（旭）、井ノ口（松田）

 希望が丘（旭）、二俣川（旭）、十日市場駅前（緑）、鉄町（青葉）

 野川（宮前）

 釜利谷西（金沢）、細谷戸（瀬谷）、東柿生（麻生）、

 菩提（秦野）、牧野（津久井）

 問い合わせ先

 警察本部総務部施設課　課長代理　電話 045-211-1212（内線）2261

6億1,100万円

2億4,900万円

2,430万円

警 察 施 設 整 備 費 の 概 要

○ 県民の安全を守る警察活動拠点である｢警察署｣及び｢交番｣などについて､社会情勢の変化へ
の対応及び施設の老朽や狭あい、耐震性の状況などを視野に入れ計画的な整備を行う。

予 算 額

5億3,700万円

建て替え対象（（　）内は所属警察署） 整備手法

 
 
５
年
度

交 番

ＤＢＯ方式
（設計・

施工・維持
管理一括）
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3億8,620万円

 
４
年
度

交 番

ＤＢＯ方式
（設計・

施工・維持
管理一括）駐在所

駐在所

新

新

新


